
親子自然体験教室 in 日間賀島（7月4日） 

（一般質問） 

酒井久和 酒井久和 新議長は 2
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スタンプカード制を見直せ スタンプカード制を見直せ スタンプカード制を見直せ （一般質問） 10

（一般質問） 国民健康保険に傷病手当を 7
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Oguchi

町は保育園で一時保育を 



5月11日の臨時会で議長に酒井久和、副議長に木野春徳を

選出しました。 

常任委員会等の委員は条例で任期が1年となっているので、

新議長のもと委員会の人事を決めました。 

さらに22年度は議会基本条例検討特別委員会と南小学校建

設特別委員会を新たに設けました。 

議会構成決まる  議 会 構 成 決まる  議 会 構 成 決まる  

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

議長 酒井久和 

副議長 木野春徳 

22年度 22年度 

5
月
１１
日
の
臨
時
会
に
お

い
て
、
全
議
員
の
ご
推
挙
に

よ
り
議
長
の
要
職
に
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
議
長
を

引
き
受
け
た
以
上
は
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し

て
議
会
発
展
の
た
め
一
生
懸

命
務
め
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
 

本
町
は
他
の
自
治
体
と
比

べ
る
と
比
較
的
恵
ま
れ
た
財

政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

税
収
の
減
少
が
影
を
落
と
し

て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

平
成
２２
年
度
に
は
、
南
小
学

校
の
新
築
、
西
小
学
校
や
役

場
の
耐
震
化
工
事
な
ど
、
重

要
な
大
事
業
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体

の
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の

範
囲
も
大
き
く
広
が
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
堅
実
な
財
政

運
営
を
維
持
し
つ
つ
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
え
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任
あ
る

議
会
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
議
会
改
革
の

一
環
と
し
て
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
 

皆
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
 

全
議
員
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
、
副
議
長
の
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠

に
光
栄
に
存
ず
る
と
同
時
に
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

不
慣
れ
ゆ
え
行
き
届
か
ぬ

点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
議
員
経
験
豊
か
な
酒
井

議
長
に
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
こ
の
職
責
を
全
う
し
て

ま
い
り
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
力
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が

ら
、
町
執
行
部
と
と
も
に
「
み

ん
な
で
進
め
る
自
立
と
共
助

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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議 会 構 成 決まる  議 会 構 成 決まる  

委員長　土田　進 

委員長　倉知敏美 柘植　満 

総務建設 
常任委員会 

◎
定
数
　
8
人
 

地
域
協
働
部
・
建
設
部
・

総
務
部
・
会
計
管
理
者
等

の
所
管
事
項
の
調
査
、
条

例
・
予
算
な
ど
の
審
査
を

し
ま
す
。
 

副
委
員
長
　
宮
田
和
美
 

委
　
　
員
 

田
中
一
成
・
鈴
木
喜
博
 

　
田
正
輝
・
木
野
春
徳
 

倉
知
敏
美
・
宇
野
昌
康
 

※
鈴
木
喜
博
氏
は
7
月
１２
日
付

で
議
員
辞
職
 

委員長　酒井　治 

文教福祉 
常任委員会 

◎
定
数
　
7
人
 

健
康
福
祉
部
・
生
涯
教
育

部
の
所
管
事
項
の
調
査
、

条
例
・
予
算
な
ど
の
審
査

を
し
ま
す
。
 

 

副
委
員
長
　
岡
　
孝
夫
 

委
　
　
員
 

吉
田
　
正
・
柘
植
　
満
 

丹
羽
　
勉
・
齊
木
一
三
 

酒
井
久
和
 

議
会
運
営
委
員
会
 

◎
定
数
　
8
人
 

議
会
運
営
や
議
長
の
諮
問
に

関
す
る
事
項
を
協
議
し
ま
す
。
 

副
委
員
長
　
丹

羽

　

勉

 

委
　
　
員
 

吉
田
　
正
・
岡
　
孝
夫
 

宮
田
和
美
・
土
田
　
進
 

齊
木
一
三
・
宇
野
昌
康
 

    
議
会
選
出
監
査
委
員
 

適
切
な
行
財
政
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
か
定
期
的
に
監
査

し
ま
す
。
 

 

  議
会
基
本
条
例
 

 検
討
特
別
委
員
会
 

◎
定
数
　
8
人
 

議
会
基
本
条
例
策
定
に
向
け

て
調
査
・
研
究
し
ま
す
。
 

委
員
長
　
齊

木

一

三

 

副
委
員
長
　
柘

植

　

満

 

委
　
　
員
 

吉
田
　
正
・
岡
　
孝
夫
 

丹
羽
　
勉
・
木
野
春
徳
 

倉
知
敏
美
・
宇
野
昌
康
 

   南
小
学
校
建
設
 

 特
別
委
員
会
 

◎
定
数
　
8
人
 

南
小
学
校
の
建
設
に
関
す
る

事
項
を
審
査
し
ま
す
。
 

委
員
長
　
倉

知

敏

美

 

副
委
員
長
　
岡

　

孝

夫

 

委
　
　
員
 

田
中
一
成
・
酒
井
　
治
 

丹
羽
　
勉
・
土
田
　
進
 

齊
木
一
三
・
宇
野
昌
康
 

●丹羽広域事務組合（5人） 

　吉田　正・宮田和美・土田　進 

　齊木一三・木野春徳 

●江南丹羽環境管理組合（3人） 

　田中一成・　田正輝・倉知敏美 

●愛北広域事務組合（3人） 

　岡　孝夫・酒井　治・丹羽　勉 

●尾張農業共済事務組合（1人） 

　柘植　満 

●尾張水害予防組合（1人） 

　岡　孝夫 

一部事務組合議員 
●地域交通推進会議（2人） 

　酒井　治・土田　進 

●保育所運営委員会（3人） 

　柘植　満・岡　孝夫・宮田和美 

●国民健康保険運営協議会（3人） 

　吉田　正・丹羽　勉・木野春徳 

●都市計画審議会（5人） 

　吉田　正・齊木一三・木野春徳 

　倉知敏美・宇野昌康 

●学校給食センター運営委員会（2人） 

　田中一成・酒井　治 

各種委員会委員 

NEWNEW
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問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 
問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 

質疑あれこれ

　
可
燃
ご
み
袋
の
入
札
価

格
が
下
が
り
、
補
正
予
算
で

9
5
0
万
円
も
減
額
す
る
。

入
札
金
額
は
い
く
ら
だ
っ
た

か
。
 

　
　
２２
年
度
の
入
札
単
価
は
、

大
袋
4
・
３５
円
（
２１
年
度
１０

・
８７
円
）
、
小
袋
3
・
３３
円

（
同
9
・
２９
円
）
、
減
量
型

1
・
７３
円
（
同
4
・
８３
円
）

と
大
幅
に
下
が
っ
た
。
 

　
そ
れ
な
ら
、
販
売
価
格

は
下
が
る
の
か
。
 

　
販
売
価
格
は
収
集
に
係

る
経
費
を
手
数
料
と
し
た
も

の
で
、
ご
み
袋
の
実
費
相
当

額
で
は
な
い
。
 

し
た
が
っ
て
、
販
売
価
格

を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
。
 

   　
ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
整

備
事
業
の
新
規
予
算
5
0
0

万
円
は
何
か
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
整

備
事
業
は
、
公
益
性
が
あ
る

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
施
設
の
整
備
・
改
修
を

助
成
す
る
事
業
。
財
源
は
民

間
都
市
開
発
推
進
機
構
か
ら

の
拠
出
金
を
活
用
す
る
。
 

大
口
町
N
P
O
登
録
団
体

か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

審
査
を
し
て
、
事
業
の
承
認

を
決
定
し
た
。
 

予
算
額
は
1
事
業
の
上
限

額
で
あ
る
5
0
0
万
円
で
計

上
し
た
。
 

   　
地
域
自
治
推
進
事
業
で

4
1
0
万
円
支
出
す
る
。
こ

れ
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
助
成
金
と
し
て
も

ら
い
、
同
額
を
地
区
に
交
付

す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ど
う
い
う
内
容
の
も
の
か
。
 

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、

財
団
法
人
か
ら
助
成
さ
れ
る

も
の
。
町
か
ら
は
、
下
小
口

区
に
2
4
0
万
円
、
さ
つ
き

ケ
丘
区
に
1
7
0
万
円
を
交

付
す
る
。
 

区
で
購
入
す
る
も
の
と
し

て
、
整
理
棚
、
テ
ン
ト
、
テ

レ
ビ
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
あ

る
。
 

ご
み
袋
を
安
く
し
て
は
 

加
湿
機
を
追
加
購
入
 

ほっぺをつねって、にらめっこ。 
仲良しの分だけ感染率もアップップ？ 

ごみ袋の結びしろは復活です 

　
子
育
て
支
援
対
策
基
金

の
補
助
金
を
受
け
て
、
加
湿

器
を
追
加
購
入
す
る
と
の
こ

と
。
こ
の
事
業
の
説
明
を
。
 

　
県
の
「
保
育
所
等
に
お

け
る
感
染
症
対
策
備
品
購
入

事
業
」
の
補
助
金
を
受
け
て

加
湿
機
を
購
入
す
る
。
当
初

予
算
で
は
保
育
園
３５
室
、
児

童
セ
ン
タ
ー
9
室
、
幼
稚
園

１５
室
分
を
計
上
し
て
い
た
。
 

し
か
し
、
事
業
の
対
象
が

児
童
ク
ラ
ブ
に
も
拡
大
さ
れ

た
の
で
、
児
童
ク
ラ
ブ
4
室

と
幼
稚
園
の
園
児
数
増
加
に

よ
る
1
室
分
を
、
追
加
で
補

正
す
る
。
 

今
年
度
は
合
計
６４
台
の
購

入
に
な
る
。
 

　
加
湿
器
の
使
用
基
準
は

あ
る
か
。
 

　
基
準
は
定
め
て
い
な
い
。

各
部
屋
の
環
境
に
合
わ
せ
て
、

担
任
あ
る
い
は
園
長
の
判
断

で
使
用
し
て
い
く
。
 

6月定例会は3日から17日までの15日
間の会期で開かれました。 
一般会計の補正予算のほか、町職員

の育児休業に関する条例の改正など全
部で8議案の提案がありましたが、反対
意見もなく、全議案とも全員賛成で可決
しました。 
一般質問は7人の議員が町政全般に

わたり質問をしました。 
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ま
ち
づ
く
り
道
具
箱

道
具
箱
と
は
 

ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
と
は
 

自
治
組
織

自
治
組
織
に
4
1
0

4
1
0
万
円
万
円
 

自
治
組
織
に
4
1
0
万
円
 



問 □ 答 □ 

問 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

質疑あれこれ
６月議会に上程された議案の中か

ら主な質疑を要約してお知らせし

ます。 

質疑あれこれ

育
児
休
業
等
の
拡
大
 

5
社
が
最
低
制
限
価
格
 

　
育
児
休
業
を
取
り
や
す

く
す
る
改
正
が
行
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
昇
給
・

昇
格
に
影
響
が
あ
る
よ
う
で

は
育
児
休
業
の
取
得
は
進
ま

な
い
。
そ
の
辺
り
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
 

　
職
場
復
帰
し
た
段
階
で
、

育
休
期
間
中
に
実
施
さ
れ
た

昇
給
が
行
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
給
与
面
で
差
は
生
じ

な
い
。
 

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
、

目
標
管
理
を
導
入
し
た
人
事

評
価
に
改
め
た
。
上
司
と
面

談
の
上
、
個
人
目
標
を
設
定

し
、
そ
の
達
成
度
を
評
価
す

る
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
う
し

た
評
価
を
重
視
し
た
組
織
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

　
こ
の
条
例
は
臨
時
職
員

に
も
適
用
さ
れ
る
か
。
 

　
臨
時
職
員
は
半
年
契
約

で
あ
る
の
で
、
条
例
の
対
象

に
な
ら
な
い
。
 

最低制限価格 
積算に基づく予定価格に、一
定の率を掛けて算出する。こ
の金額を下回る入札は無効と
なる。 

電子くじ 
電子入札をする際に、業者は
任意の数字（3ケタ）を入力
する。この数字と、基準日か
ら入札書が到達するまでの秒
数を基礎として、コンピュー
ターが自動計算して抽選する
仕組み。 

改正前 

配偶者が日常子どもを養
育している場合は育児休
業等を取得できない。 

育児休業の取得は、配偶
者の疾病などの特別な
場合を除いて1回だけ。 

改正後 

配偶者の養育状況にか
かわらず、育児休業等の
取得が可能に。 

育児休業等計画書を提
出することで、特別の事
情がなくても複数回可能
に。 

主な改正点 

　
役
場
耐
震
補
強
改
修
工

事
の
入
札
で
、
１０
社
の
う
ち

5
社
が
最
低
制
限
価
格
で
応

札
。
そ
の
た
め
、
電
子
く
じ

で
抽
選
を
行
い
、
落
札
者
を

決
定
し
た
。
最
低
制
限
価
格

を
公
表
せ
ず
に
入
札
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。
 

　
　
最
低
制
限
価
格
は
契
約

規
則
で
定
め
ら
れ
た
率
を
も

と
に
算
定
し
て
い
る
。
建
物

の
品
質
確
保
を
担
保
す
る
た

め
、
地
方
自
治
体
の
判
断
で

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
お
り
、
過
去
の
事
例

と
同
様
に
入
札
を
執
行
し
た
。
 

　
指
名
競
争
入
札
で
は
な

く
、
一
般
競
争
入
札
を
検
討

し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
。
 

　
制
限
付
き
一
般
競
争
入

札
は
、
建
築
に
お
い
て
は
予

定
価
格
が
1
億
5
千
万
円
を

上
回
る
場
合
と
定
め
て
い
る
。

今
回
は
そ
れ
を
下
回
っ
た
の

で
指
名
競
争
入
札
と
し
た
。
 

   　
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
は

築
１２
年
ぐ
ら
い
。
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
傷
み
が
目
立
つ
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
す

れ
ば
、
長
期
間
使
用
で
き
る

は
ず
。
不
具
合
な
個
所
を
修

繕
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
体

的
な
調
査
を
し
て
、
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
修
繕
計
画
を

つ
く
る
べ
き
で
は
。
 

　
　
点
検
項
目
の
洗
い
出
し

は
済
ん
で
い
る
。
 

　
施
設
整
備
の
年
次
計
画
を

立
て
て
や
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

　
4
階
の
ほ
ほ
え
み
ホ
ー

ル
は
冷
房
の
利
き
が
悪
い
。

何
か
計
画
は
な
い
の
か
。
 

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
個
別

に
空
調
機
を
付
け
る
計
画
は

な
い
。
事
前
に
冷
房
を
入
れ

て
お
く
な
ど
、
工
夫
で
対
処

し
た
い
。
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「
町
道
布
袋
小
牧

線
の
測
量
に
関
す

る
打
ち
合
わ
せ
会
」
が
6
月

5
日
に
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
。
 

拡
幅
の
道
路

線
形
を
地
権

者
の
方
に
検
討
し
て
も
ら
う

た
め
、
現
況
の
家
屋
、
塀
な

ど
の
位
置
を
確
定
す
る
測
量

に
同
意
を
お
願
い
す
る
説
明

会
を
開
い
た
。
 

　
現
在
は
測
量
の
同
意
書
の

提
出
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
 

大
之
瀬
橋
を
改
修

す
る
と
き
、
江
南

市
と
は
ど
う
い
う
協
議
を
し

た
か
。
 

橋
か
ら
東
の

点
滅
信
号
ま

で
の
布
袋
小
牧
線
は
、
平
成

１１
年
策
定
の
道
路
網
整
備
計

画
で
、
将
来
拡
幅
が
必
要
な

路
線
と
し
て
位
置
付
け
た
。

そ
の
道
路
幅
員
を
も
と
に
、

橋
の
工
事
費
用
の
負
担
割
合

を
江
南
市
と
取
り
決
め
た
。

協
定
書
の
締
結
に
至
る
ま
で
、

１０
回
も
の
協
議
を
重
ね
た
。
 

　
総
額
8
9
3
0
万
円
の
半

分
を
県
費
で
、
残
り
を
大
口

町
と
江
南
市
で
負
担
し
た
。
 

協
定
書
等
に
よ
れ

ば
、「
道
路
整
備

は
誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
み
、

早
期
完
成
に
努
力
す
る
。
毎

年
状
況
を
報
告
す
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。
 

　
江
南
市
に
は
ど
う
い
う
説

明
を
し
て
い
る
の
か
。
 

道
路
網
整
備

計
画
は
、
具

体
的
な
年
次
計
画
を
も
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
地
元
の
同

意
が
あ
れ
ば
整
備
す
る
と
い

う
も
の
。
締
結
の
際
に
は
そ

の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
 

　
江
南
市
に
は
毎
年
度
末
、

移
転
に
つ
い
て
努
力
し
て
い

る
旨
の
報
告
を
し
て
い
る
。
 

　
通
過
車
両
が
増
え
る
だ
け

と
の
地
元
の
意
見
も
あ
っ
て
、

事
業
に
消
極
的
に
な
っ
て
い

た
の
は
事
実
だ
。
 

町
道
布
袋
小
牧
線

に
対
す
る
現
状
の

計
画
と
、
今
後
の
見
通
し
を

問
う
。
 

今
年
度
の
測

量
で
建
物

等
の
配
置
状
況
を
把
握
し

た
い
。
そ
の
上
で
、
道
路
線

形
の
計
画
案
を
地
元
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。
 

　
現
状
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
賛
同
を
得
て
い
な
い
の
で
、

今
後
の
協
議
の
中
で
、
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
線

形
に
し
て
い
き
た
い
。
 

6月定例会では7人が 
一般質問をしました。 町政を問う 町政を問う 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

土田　進  

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

土
田 
土
田 

土
田 

土
田 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

町
道

布
袋
・
小
牧
線
の
拡
幅
計
画
は 

部
長 

現
況
を
把
握
し
、地
元
と
協
議
し
た
い 

道幅が狭くなり、運転手の緊張が高まり
ます 

五
条
大
橋 

大
之
瀬
橋 
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ス
ト
ー
マ
装
具
の

自
己
負
担
額
は
、

1
か
月
当
た
り
1
万
円
強
に

な
る
。
ス
ト
ー
マ
装
具
に
対

す
る
補
助
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
 

　
ま
た
、
町
内
に
お
け
る
対

象
者
は
何
人
か
。
 

ス
ト
ー

マ
装
具

の
う
ち
、
蓄
便
袋
は
月
額

8
8
5
8
円
、
蓄
尿
袋
は
月

額
1
万
1
6
3
9
円
ま
で
自

己
負
担
は
1
割
。
残
り
の
9

割
は
町
が
補
助
し
て
い
る
。
 

　
平
成
２２
年
4
月
か
ら
、
本

人
お
よ
び
配
偶
者
が
町
民
税

非
課
税
の
場
合
、
自
己
負
担

額
を
0
円
に
し
て
い
る
。
 

　
平
成
２１
年
度
の
実
績
と
し

て
２５
人
が
給
付
を
受
け
て
い

る
。
 

補
助
基
準
額
を
増

や
す
考
え
は
。
 

ぼ
う
こ

う
や
直

腸
機
能
障
害
で
身
体
障
害
者

手
帳
4
級
を
所
持
し
て
い
る

人
に
は
、
さ
ら
に
福
祉
手
当

と
し
て
月
額
4
千
円
を
支
給

し
て
い
る
。
個
人
負
担
を
軽

減
し
て
い
る
の
で
、
基
準
額

を
増
額
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
 

国
民
健
康
保
険
に

傷
病
手
当
は
必
要

だ
と
思
う
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
 

市
町
村

が
運
営

す
る
国
保
は
、
①
多
種
多
様

な
職
種
の
人
が
加
入
し
て
い

る
②
傷
病
手
当
の
基
準
と
な

る
保
険
料
を
算
定
す
る
標
準

報
酬
月
額
を
定
め
て
い
な
い

―
―
の
で
、
傷
病
手
当
は
な

じ
ま
な
い
。
 

　
い
ず
れ
の
市
町
村
も
国
保

に
傷
病
手
当
を
設
け
て
い
な

い
し
、
本
町
も
そ
の
考
え
は

な
い
。
 

私
は
、
傷
病
手
当

が
必
要
か
不
必
要

か
を
聞
い
て
い
る
。
ど
ち
ら

か
。
 

法
律
的
に
は
傷
病

手
当
の
導
入
ま
で

求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
 

　
現
在
の
市
町
村
国
保
の
現

状
を
考
え
る
と
、
到
底
導
入

で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
 

国
保
運
営
を
考

え
た
と
き
、
自

主
的
な
財
源
で
継
続
で
き
る

か
が
大
事
。
財
源
を
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
る
と
い
う

前
提
な
ら
、
採
用
は
難
し
い
。
 

そ
ん
な
こ
と
は
聞

い
て
い
な
い
。
な

ぜ
必
要
か
ど
う
か
を
答
え
ら

れ
な
い
の
か
。
 

現
実
に
そ
の
制
度

の
実
態
を
判
断
す

る
中
で
答
弁
し
て
い
る
。
直

接
、
聞
か
れ
た
質
問
に
回
答

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
次

に
そ
れ
が
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
は
十
分
に
想
定
で
き
る
。
 

　
法
律
で
は
、
制
度
と
し
て

「
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
そ
の
判
断
は
保
険

者
で
あ
る
市
町
村
が
す
れ
ば

い
い
と
理
解
し
て
い
る
。
 

吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

副
町
長 

町
長 

町
長 

吉
田 

吉
田 

国民健康保険に傷病手当を 
町長 現状を考えると導入できない 

ストーマ 
手術でつくられた排泄口の
こと。消化管ストーマは人
工肛門、尿路ストーマは人
工膀胱と呼ばれる。 

人
工
肛
門
に
補
助
の
増
額
を 

部
長 
基
準
額
の
増
額
は
考
え
て
い
な
い 

はい せつ 
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タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
内
容
と
、
支

給
対
象
者
を
問
う
。
 こ

の
事

業
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
基
本
料
金

を
、
年
２４
回
（
最
大
４８
回
）

ま
で
無
料
に
す
る
も
の
。
 

　
対
象
者
は
本
人
の
課
税
所

得
金
額
が
2
0
0
万
円
未
満

で
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
。
 

▽
満
８０
歳
以
上
 

▽
満
７５
歳
以
上
で
、
単
身

高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
・
要

支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
者

の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
・

2
級
で
、
下
肢
・
体
幹
・
視

覚
・
聴
覚
・
腎
臓
・
肝
臓
・

呼
吸
器
の
い
ず
れ
か
の
障
が

い
に
該
当
 

▽
療
育
手
帳
A
判
定
 

▽
特
定
疾
患
医
療
給
付
事

業
受
給
者
票
の
所
持
者
 

手
術
や
療
養
中
な

ど
特
別
な
事
由
の

あ
る
場
合
に
は
、
対
象
者
に

含
め
る
よ
う
柔
軟
な
対
応
は

で
き
な
い
か
。
 

高
齢
者

や
障
が

い
者
な
ど
継
続
的
・
長
期
的

に
外
出
が
困
難
な
人
の
社
会

参
加
を
支
援
す
る
目
的
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
事
情
は
よ
く
分
か
る
が
、

目
的
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。
 

小
牧
市
を
中
心
と

す
る
合
併
を
含
め

た
研
究
会
が
、
担
当
者
レ
ベ

ル
で
開
か
れ
て
い
る
。
ど
う

い
う
も
の
か
。
 

　
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い

る
の
か
。
 

昨
年
の
衆
議

院
選
挙
前
に

は
、
道
州
制
が
盛
ん
に
論
じ

ら
れ
て
い
た
。
道
州
制
時
代

の
基
礎
的
自
治
体
の
在
り
方

を
研
究
し
て
は
ど
う
か
と
、

本
町
か
ら
周
辺
自
治
体
に
声

を
掛
け
た
。
そ
の
趣
旨
に
賛

同
し
た
小
牧
市
と
扶
桑
町
で

勉
強
会
を
立
ち
上
げ
た
。
 

　
２２
年
度
に
な
っ
て
か
ら
、

岩
倉
市
と
豊
山
町
も
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

　
勉
強
会
の
目
的
は
、
地
域

主
権
や
道
州
制
の
時
代
に
、

基
礎
的
自
治
体
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
研
究
す
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
市
町
村
合
併
を
模

索
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

　
新
聞
報
道
で
は
合
併
の
研

究
会
と
と
ら
れ
る
書
き
方
も

あ
っ
た
が
、
そ
こ
ま
で
踏
み

込
ん
だ
内
容
で
は
な
い
。
 

　
今
年
の
9
月
ご
ろ
に
中
間

報
告
、
年
度
末
に
は
報
告
書

を
取
り
ま
と
め
る
予
定
。
 

そ
の
他
の
質
問
 

　
新
ご
み
処
理
施
設
を
犬

山
の
候
補
地
に
絞
り
込
ん

だ
が
、
早
す
ぎ
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
処
理
方
法
の
検

討
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
。
 

　
平
成
３０
年
度
の
供
用
開

始
を
目
標
に
事
務
を
進
め

て
き
た
。
当
初
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
よ
り
2
か
月
遅
れ

て
い
る
。
 

　
処
理
方
法
の
検
討
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
種
の
長
所
・

短
所
に
つ
い
て
、
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

と
こ
ろ
。
 

一
　
般 

質
　
問 

田

中
一
成

 

田中一成  

市
町
村
合
併
を
ど
う
研
究
し
て
い
る
か 

部
長 

合
併
を
模
索
す
る
研
究
会
で
は
な
い 

田
中 

田
中 

総
務
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

田
中 

特別な場合は対象者を拡大せよ 
部長 事業目的に沿って進めていく 

タクシーチケット 
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保
育
園
に
お
け
る

保
育
は
子
育
て
支

援
だ
け
で
は
な
く
、
児
童
の

養
護
と
教
育
を
一
体
的
に
行

う
も
の
で
あ
る
。
保
育
を
財

政
的
支
出
の
削
減
の
対
象
に

す
る
の
で
は
な
く
、
何
を
お

い
て
も
保
育
を
優
先
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
い
か
が
か
。
 

平
成
２１

年
か
ら

次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、

２６
年
度
ま
で
の
計
画
を
策
定

し
た
。
そ
う
し
た
計
画
を
踏

ま
え
、
保
育
に
対
し
て
真
剣

に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
 

２１
年
度
の
保
育
園

費
は
２０
年
度
よ
り

1
4
0
0
万
円
の
減
、
２２
年

度
は
さ
ら
に
2
6
0
0
万
円

の
減
。
町
負
担
額
も
２１
年
度

は
前
年
度
比
2
3
0
0
万
円

の
減
、
２２
年
度
は
園
児
の
主

食
代
5
0
0
万
円
が
公
費
負

担
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
2
2
0
0
万
円
の
減
で
あ

る
。
 

　
何
が
削
減
さ
れ
た
か
。
 

２２
年
度

は
、
職

員
の
地
域
手
当
の
廃
止
で
1

千
万
円
、
臨
時
保
育
士
の
配

置
の
見
直
し
で
6
0
0
万
円
、

施
設
の
工
事
関
係
で
3
0
0

万
円
の
減
額
が
主
で
あ
る
。
 

近
隣
市
町
の
ほ
と

ん
ど
の
と
こ
ろ
で

一
時
保
育
を
実
施
し
て
お
り
、

本
町
に
も
実
施
の
要
望
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
 

　
本
町
の
保
育
園
は
現
行
の

ま
ま
で
受
け
入
れ
が
可
能
だ

と
思
う
。
ぜ
ひ
一
時
保
育
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

一
時
保

育
に
準

ず
る
制
度
と
し
て
「
す
く
す

く
サ
ポ
ー
ト
」
が
あ
る
。
ま

た
、
民
間
事
業
者
や
子
育
て

支
援
団
体
に
お
い
て
一
時
保

育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
民

間
事
業
者
や
子
育
て
支
援
団

体
と
調
整
し
つ
つ
、
保
育
園

で
の
一
時
保
育
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

丹羽　勉  

保
育
予
算
を
削
減
す
る
な 

部
長 

次
世
代
育
成
計
画
を
踏
ま
え
、真
剣
に
考
え
る 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

町は保育園で一時保育を 
部長 調整を図りつつ、検討したい 
町は保育園で一時保育を 
部長 調整を図りつつ、検討したい 

すくすくサポート 
一時的に子どもを預かる会員制のシ
ステム。子育てを依頼したい人（依
頼会員）に、お世話をする人（援助
会員）を紹介する制度。 
この制度の対象年齢は12歳まで。 
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ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

制
を
実
施
し
て
2

年
が
経
過
し
た
。
減
量
と
い

う
当
初
の
目
的
は
達
成
で
き

た
と
思
う
。
そ
の
成
果
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
。
 

可
燃
ご

み
の
減

量
の
た
め
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
以
外
に
も
剪
定
枝
等
の
回

収
、
河
北
区
・
さ
つ
き
ケ
丘

区
で
の
資
源
ご
み
の
常
時
回

収
を
実
施
し
て
き
た
。
 

　
平
成
２１
年
度
は
9
・
3
％

の
減
量
（
基
準
年
度
＝
平
成

１６
年
）
が
で
き
た
。
 

７２
ポ
イ
ン
ト
で
報

奨
金
3
千
円
を
も

ら
っ
た
世
帯
は
何
世
帯
か
。

1
年
間
に
2
回
以
上
も
ら
っ

た
世
帯
は
あ
る
か
。
 ７２

ポ
イ

ン
ト
を

達
成
し
た
世
帯
は
、
平
成
２１

年
度
で
1
2
5
8
世
帯
、
2

回
以
上
は
2
3
2
世
帯
で
あ

る
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
は
大

切
だ
が
、
７２
ポ
イ

ン
ト
＝
3
千
円
が
目
的
に
な

っ
て
い
る
。
制
度
を
見
直
す

時
期
で
は
な
い
か
。
 ご

み
減

量
も
あ

る
程
度
の
効
果
を
得
た
。
今

後
の
対
応
等
を
見
い
だ
し
、

見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。
 

ち
と
せ
会
（
大
口

町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
）
が
、
結
成
５０
周
年
を

祝
う
記
念
事
業
を
１０
月
に
行

う
。
高
齢
者
に
大
声
で
笑
っ

て
も
ら
え
る
企
画
を
開
く
と

聞
い
た
。
 

　
敬
老
祝
金
も
5
歳
刻
み
と

な
り
、
寂
し
い
と
の
声
も
あ

る
。
町
主
催
の
行
事
と
し
て
、

3
年
に
1
度
く
ら
い
は
演
芸

会
な
ど
を
催
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
 

高
齢
者

の
方
が

希
望
や
楽
し
み
を
持
っ
て
暮

ら
す
に
は
、
健
康
が
大
切
と

考
え
、
健
康
を
維
持
・
増
進

す
る
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
 　

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
骨
粗
し
ょ

う
症
の
予
防
や
認
知
症
な
ど

の
テ
ー
マ
で
、
福
祉
講
演
会

を
年
2
回
開
催
し
て
い
る
。

憩
い
の
四
季
で
は
、
専
門
の

指
導
員
に
よ
る
体
操
教
室
を

週
1
回
開
催
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
高
齢
者
福
祉
協
力
員

と
協
働
し
て
、
高
齢
者
向
け

の
映
画
会
も
年
1
回
開
催
し

て
い
る
。
 

　
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
高
齢
者
に
や
さ
し

い
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

宮田和美  

3
年
に
1
度
は
演
芸
会
 

部
長 

皆
さ
ん
の
生
の
声
を
聴
い
て
判
断 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 
健
康
福
祉
部
長 

宮
田 

72ポイント3000円は廃止に 
部長 今後見直しをしていきたい 

ごみ減量スタンプカード 

せ
ん
 て
い
 

敬
老
行
事
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日
本
は
「
が
ん
大

国
」
な
の
に
、
が

ん
対
策
で
は
後
進
国
。
子
宮

頸
が
ん
で
毎
年
3
5
0
0
人

も
死
亡
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
検
診
受
診
率
は
わ

ず
か
２０
％
台
で
あ
る
。
 

①
　
昨
年
、
乳
が
ん
と
子
宮

頸
が
ん
の
受
診
率
向
上
を
目

指
し
て
行
わ
れ
た
「
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
」
の
成
果

と
、
今
年
度
の
取
り
組
み
は
。
 

②
　
単
年
度
事
業
と
し
て
終

わ
ら
ず
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を

問
う
。
 

①
　
乳

が
ん
検

診
は
、
検
診
対
象
者
7
4
2

人
に
対
し
受
診
者
1
8
2
人
、

受
診
率
は
２４
・
5
％
。
子
宮

頸
が
ん
は
8
3
1
人
に
対
し

1
7
2
人
、
２０
・
7
％
だ
っ

た
。
 

　
今
年
度
は
受
診
で
き
る
医

療
機
関
を
1
か
所
か
ら
3
か

所
に
、
受
診
期
間
も
1
か
月

延
長
し
て
、
受
診
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
 

②
　
本
年
度
の
実
績
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
が
ん
予
防
対
策

の
推
進
を
図
る
た
め
検
証
し

て
い
く
。
 子

宮
頸
が
ん
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
と

検
診
で
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
予

防
で
き
る
。
日
本
で
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
、
名

古
屋
市
で
は
、
１０
月
か
ら
小

中
学
生
に
全
額
公
費
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

　
命
を
守
る
大
事
な
取
り
組

み
で
あ
る
。
本
町
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
助
成
を
。
 ワ

ク
チ

ン
の
効

果
が
ど
れ
く
ら
い
続
く
の
か
、

追
加
接
種
が
必
要
な
の
か
な

ど
、
ま
だ
は
っ
き
り
分
か
っ

て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。
こ

う
し
た
状
況
か
ら
、
さ
ら
に

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

関
係
機
関
等
の
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
。
 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
は
、
す
べ
て
の
国
で
定
期

接
種
に
す
べ
き
で
あ
る
と
、

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）

は
勧
告
を
出
し
て
い
る
。
既

に
多
く
の
国
で
は
定
期
接
種

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
ど
ち
ら
も
自
己
負

担
の
上
、
高
額
で
あ
る
。「
国

の
動
向
を
見
て
」
か
ら
で
は

な
く
、
本
町
独
自
で
公
費
助

成
の
取
り
組
み
を
。
 厚

生
労

働
省
の

厚
生
科
学
審
議
会
部
会
が
、

国
で
定
め
た
定
期
接
種
と
す

る
か
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
国
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。
 

柘植　満  

子
宮
頸
が
ん 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を 

部
長 

関
係
機
関
の
情
報
収
集
に
努
め
た
い 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

ヒブワクチンにも助成せよ 
部長 国が定期接種にするか検討している 

ヒブワクチン 
ヘモフィルス－インフルエン
ザ菌b型（略してヒブ）のワ
クチン。乳幼児の細菌性髄膜
炎の原因とされる。 

がん検診無料クーポン 
特定の年齢に達した女性に、子宮頸が
ん・乳がんの検診費用が無料になるク
ーポンを交付する事業。 
子宮頸がん検診は20歳から40歳まで
の5歳刻みの人、乳がん検診は40歳か
ら60歳までの5歳刻みの人が対象。 

け
い 
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A 
アクション 

改　善 

P 
プラン 

計　画 

C 
チェック 

評　価 

D 
ドゥ 

実　行 

「
決
算
に
係
る
主
要

施
策
の
成
果
報
告
書
」

の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に

目
標
が
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
成
果
・
評
価
が
あ
る

こ
と
は
理
解
し
難
い
。
 

　
平
成
２０
年
度
に
は
目
標
管

理
の
研
修
を
受
講
し
て
い
る
。

現
時
点
で
目
標
は
あ
る
か
。
 

研
修
を
通
じ

て
職
員
の
意

識
改
革
を
高
め
、
行
政
経
営

と
い
う
概
念
を
導
入
し
よ
う

と
進
め
て
き
た
。
 

　
平
成
２２
年
度
か
ら
、
行
政

経
営
計
画
に
基
づ
く
個
々
の

具
体
的
な
目
標
は
あ
る
。
 

主
要
施
策
に
は
目
標

を
明
記
し
た
上
で
、

P
D
C
A
で
取
り
ま
と
め
、

そ
れ
を
公
表
す
べ
き
で
は
。
 

２１
年
度
の
主

要
施
策
の
成

果
報
告
書
か
ら
、
P
D
C
A

の
サ
イ
ク
ル
で
取
り
ま
と
め

て
、
公
表
し
て
い
き
た
い
。
 

目
標
は
で
き
る
だ
け
、

数
値
化
す
べ
き
と
考

え
る
。
い
か
が
か
。
 

行
政
に
は
法

令
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
も
あ
っ
て
、
数
値

化
が
非
常
に
難
し
い
部
分
も

あ
る
。
し
か
し
、
内
部
事
務

あ
る
い
は
事
務
事
業
に
関
し

て
は
、
で
き
る
だ
け
数
値
目

標
を
立
て
て
合
理
化
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

平
成
１８
年
6
月
に
公

表
さ
れ
た
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
は
、
平
成
１９
年

の
中
間
報
告
以
降
、
報
告
も

公
表
も
な
い
。
中
間
報
告
以

降
の
計
画
は
達
成
さ
れ
た
か
。
 

　
ま
た
、
5
年
間
の
計
画
全

般
に
つ
い
て
「
事
業
・
サ
ー

ビ
ス
価
値
の
本
質
検
証
」
と

し
て
の
最
終
報
告
を
す
る
と

思
う
が
、
そ
れ
は
い
つ
か
。
 

集
中
改
革
プ

ラ
ン
は
２２
年

3
月
で
終
了
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
最
終
的
な
成
果
を
検

証
し
て
、
取
り
ま
と
め
を
行

っ
て
い
く
。
決
算
の
数
値
等

も
参
考
に
す
る
の
で
、
8
月

以
降
ぐ
ら
い
に
公
表
し
て
い

き
た
い
。
 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

継
続
し
て
い
く
市
町

も
あ
る
。
本
町
は
継
続
し
て

い
く
つ
も
り
か
。
 

集
中
改
革
プ

ラ
ン
は
、
国

か
ら
示
さ
れ
た
行
政
改
革
を

集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
の

計
画
で
あ
る
。
 

　
本
町
で
は
こ
れ
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
、
経
営
計
画
書

を
中
心
と
し
た
事
業
の
見
直

し
を
継
続
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。
 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

岡　孝夫  

今
後
の
取
り
組
み
は 

部
長 

別
の
形
で
見
直
し
を
継
続 

岡 

岡 
岡 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

岡 

岡 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
 

目標を明記し、PDCAで公表を 
部長 21年度分の報告書から実施 

決算に係る主要施策の成果報告書 
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問 1年前の一般質問 

あれ
から どうなった?あれ
から どうなった?

議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載しています。 
そして、その後どのように町政に反映されたかも追跡調査しています。 
今回は、平成21年6月定例会からピックアップしました。 

新型インフルエンザに対する資機材等の準
備はできていたか。　　　　　　　（土田　進） 

防護服、マスク、消毒用アルコールなどを
備蓄していた。5月には予備費を使って備蓄
品の買い増しもしていた。 

年明け以降の感染者は激減した。新型イン
フルエンザ対策として手指消毒液を公共施設
の出入口に設置していたが、3月末をもって
終了した（健康文化センターを除く）。 
＜参考：感染者の累計は、保育園195人、小
学校535人、中学校261人（平成22年2月10
日現在）＞ 

先ごろの口蹄疫でも見られるように、住民
が行政に望むことは危機管理対策が万全であ
ること。新型インフルエンザも脅威がなくな
ったわけではない。危機管理マニュアルを作
成し、十分な訓練・準備をお願いしておきたい。 

新型インフルエンザ 
対策は万全だったか 

マスクを備蓄、買い増しも 

22年3月で対策を終了 

質問者の満足度 

健康福祉部長答弁 

どうなった 

温室効果ガスの発生を抑制する取り組みと
して、つる性の植物を植える「緑のカーテン」
を実施しては。　　　　　　　　（宮田　和美） 

保育園や温水プールでは既に実施していた。
役場庁舎にも設置していきたい。 

昨年は、役場の正面入り口から東側だけだ
ったが、今年は西側にも設置する。他の公共
施設にも緑のカーテンを設置して、地球温暖
化防止に取り組みたい。 

緑のカーテンの設置を 

庁舎でも取り組む 

22年度は西側も 

地域協働部長答弁 

どうなった 

平時が 
大事 

あれ
から どうなった?

こう てい 

今年も設置された緑のカーテン 
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議
会
だ
よ
り
 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

6 月
定
例
会
 N
o.1
8
2

平
成
2
2
年
8
月
1
日
 

服部恒弥（はっとり・つねや）さん 
仲沖在住。78歳。 
鉄工所を経営しながら、趣味で始め
た墨絵をきっかけに芸術魂に火がつき、
多方面の作品制作にも挑戦する。毎
年11月に開催される町の文化祭にも
出品している。 

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

取材を終えて 
人間だれしも目標を持つこ
とは大切。墨絵に始まり、次
は細工仕事、次は工作と、絶
えず前に進む目標こそ元気の
秘訣と感じました。 
次も素晴らしい作品を期待
しています。　　（宮田 和美） 

日本芸術に魅せられ、現在も毎週のように

趣味の同好会に出席される服部さん。見る

人に感動を与える作品を生み出し、ますま

す元気に活躍される姿を紹介します。 

皆さん議会傍聴に

来てください
皆さん議会傍聴に

来てください
皆さん議会傍聴に

来てください
次回定例会 

9月2日（木）から 予定 

手続き簡単 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

編 集 後 記  編 集 後 記  編 集 後 記  

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

酒
井
久
和 

 

宮
田
和
美 

酒
井
　
治 

吉
田
　
正 

岡
　
孝
夫 

丹
羽
　
勉 

土
田
　
進 

発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

玄関に置かれているわら細工の宝船。 
制作に4日かかったそうです 

骨組みから武者絵まですべて手作りの「ねぷた」。 
地元はもとより小牧市や犬山市のお祭りでも披露されています 

まだまだ勉強中 

会議録をご覧ください 
町議会の会議録をインターネットで

公開しています。町のホームペー

ジ内に掲載していますので、ぜひ

一度ご覧ください。 

大口町議会 検索 

ひ けつ 

今
回
号
か
ら

メ
ン
バ
ー
を
入

れ
替
え
、
体
制

を
新
た
に
し
て

議
会
だ
よ
り
を

発
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

中
身
も
少
し
ず

つ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
よ

り
一
層
読
み
や
す
い
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

「
編
集
後
記
」
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
第
1
弾
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
と
し
て
今
回
号
を
も

っ
て
休
止
と
し
ま
す
。
次
号

か
ら
は
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
も

有
効
に
活
用
し
た
紙
面
に
し

て
い
く
予
定
で
す
。
 

長
ら
く
の
ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

（
編
集
委
員
一
同
） 
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